
１．プログラムの目的 

 滋賀県医師キャリア形成プログラム（以下「プログラム」という。）は、次の目的を達成するため、

滋賀県医師キャリアサポートセンター（以下「センター」という。）において策定する。 

① 滋賀県医師養成奨学金または滋賀県医学生修学資金（以下「修学資金等」という。）の貸与を受け

た医師等の県内従事期間中のキャリアパスや取得可能な資格・技能をあらかじめ明示することに

より、キャリア形成を支援し、本県の地域医療を支える人材を育成する。 

② 修学資金等の貸与を受けた医師等の県内医療機関等への就業や定着を促すとともに、県が指定す

る地域の医療機関等への派遣により県内の医師偏在解消を図る。 

 

２．プログラムの適用対象者 

プログラムは、次に掲げる者に対し適用する。 

① 滋賀県医師養成奨学金の貸与を受けた医師 

② 滋賀県医学生修学資金の貸与を受けた医師 

※ その他プログラムの適用を希望する医師については個別に対応する（以下同様）。 

 

３．プログラムの内容 

（１）コース 

  （一社）日本専門医機構が定めた専門研修プログラムにおける 19 の基本診療科のうち、県内に

基幹施設がある診療科について、基幹施設別にコースを設定する。 

※ 臨床研修修了後、原則として県内基幹施設の専門研修プログラムに参加することとするが、 

本県に基幹施設のない基本診療科を選択する場合や、県内の在宅療養支援診療所または行政機関

（公衆衛生医師として勤務する場合に限る。）での勤務を希望する場合は、個別に対応する。 

 

（２）対象期間等 

① 各コースの対象期間は、貸与を受けた修学資金等の貸与要綱に規定する県内従事期間と同じ期

間とする。ただし、貸与要綱に規定する県内従事期間に算入されない期間（以下「一時中断期

間」という。）があった場合は、その分対象期間を延長するものとする。 

② また、臨床研修修了後、残りの県内従事期間において、一定期間以上、本プログラムにおいて

A 群に分類される病院以外の返還免除対象施設で従事するものとする。 

 ① 対象期間（県内従事期間） 
② 臨床研修修了後の 

A 群病院以外での従事期間 

滋賀県医師養成奨学金 原則９年 ４年以上 

滋賀県医学生修学資金 原則６年 ２年以上 

 

（３）従事先となる医療機関等 

各コースにおいて従事先となる医療機関等は、以下のとおり、貸与要綱に定める返還免除対象施

設と同じとする。 

① 県内の病院 

② 県内の診療所（総合診療専門研修プログラムにおいて基幹施設・連携施設とされている診療所、

在宅療養診療所に限る。） 

③ 県内の行政機関（公衆衛生医師として勤務する場合に限る。） 



また、①県内の病院については、大津・湖南圏域に所在するものを A 群、それ以外の圏域に所在

するものを B 群と分類する。なお、この分類は、県内の医師充足状況等により変動する可能性があ

る。   

 

 

 

 

 

【滋賀県内の保健医療圏と医療機関所在地】 
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 群．大津保健医療圏 

  . 大津赤十字志賀病院 

 2. 琵琶湖大橋病院 

 3. 山田整形外科病院 

 4. 堅田病院 

 5. 琵琶湖病院 

 6. 滋賀里病院 

 7. ひかり病院 

 8. 大津ファミリークリニック 

 9. 大津赤十字病院 

10. 大津市民病院 

11. 打出病院 

12. 地域医療機能推進機構滋賀病院 

13. 琵琶湖中央リハビリテーション病院 

14. 瀬田川病院 

15. 琵琶湖養育院病院 

16. 滋賀医科大学医学部附属病院 

  群．湖南保健医療圏 

17. 滋賀県立精神医療センター 

18. びわこ学園医療福祉センター 

19. 南草津病院 

20. 近江草津徳洲会病院 

21. 南草津野村病院 

22. 淡海ふれあい病院 

23. 淡海医療センター 

24. 済生会滋賀県病院 

  

25. 済生会守山市民病院 

26. 滋賀県立総合病院 

27. びわこ学園医療福祉センター野洲 

28. 市立野洲病院 

29. 湖南病院 

37. 日野記念病院 

38. 青葉病院 

39. 東近江敬愛病院 

40. 神崎中央病院 

41. 弓削メディカルクリニック 

42. 滋賀八幡病院 

43. 近江八幡市立総合医療センター 

44. ヴォーリズ記念病院 

45. 国立病院機構東近江総合医療センター 

  

  群．湖東保健医療圏 

  群．東近江保健医療圏 

30. 甲賀市立信楽中央病院 

31. 国立病院機構紫香楽病院 

32. 甲南病院 

33. 水口病院 

34. 公立甲賀病院 

35. 甲西リハビリ病院 

36. 生田病院 

  群．甲賀保健医療圏 

46. 湖東記念病院 

47. 近江温泉病院 

48. 東近江市立能登川病院 

49. 豊郷病院 

50. 友仁山崎病院 

51. 彦根中央病院 

52. 彦根市立病院 

 

  群．湖北保健医療圏 

53. セフィロト病院 

54. 市立長浜病院 

55. 長浜赤十字病院 

56. 浅井東診療所 

57. 長浜市立湖北病院 

  群．湖西保健医療圏 

58. マキノ病院 

59. 今津病院 

60. 高島市民病院 



（４）一時中断期間 

  プログラム適用対象者は、センターと十分に調整の上、次に掲げる理由によりプログラムの適用

を一時中断することができる。 

  理由 
一時中断できる

上限年数 

① 産前産後休暇もしくは育児休暇またはこれらに相当する休暇を取得して

いるとき。 
無制限 

② 大学院（医学を履修する課程に限る）に在籍しているとき。 
※県内医療機関で常勤医として診療業務に従事しながら在籍している場合を除く。 

通算 10年 

 

③ 返還免除対象施設以外の医療機関等（海外の医療機関、研究所を含む。）

で医療に関する研修（臨床研修を除く。）を受けているとき。 

④ 医療に関する研究のために海外へ留学しているとき。 

⑤ 県内の病院の採用試験に不合格となり、県内で臨床研修を受けることがで

きないため、やむを得ず県外の病院で臨床研修を受けているとき。 

⑥ 疾病・負傷その他の事由により診療業務に従事していないとき。 

⑦ 返還免除対象施設以外の医療機関等で診療業務等に従事しているとき。 

（医療に関する研修を受けている場合を除く） 
うち 

合計４年 
⑧ 臨床研修修了後、残りの県内従事期間において、３年（２年）※を超えて、

本プログラムにおいてＡ群に分類される病院で診療業務等に従事してい

るとき。    ※滋賀県医師養成奨学金は３年、滋賀県医学生修学資金は２年 

 

（５）身分・待遇 

  プログラム適用対象者は、原則として研修・勤務を行う医療機関等の職員として雇用され、当該

施設の勤務条件に従って処遇される。 

 

４．プログラム適用対象者のモデルコース 

 プログラム適用対象者のモデルコースは以下のとおり。なお、ここで示すコースは、臨床研修修了

後、県内従事３年目から直ちに専門研修プログラムに参加することを前提としている。 

 

（１）臨床研修期間（県内従事１～２年目） 

大学卒業後、医師臨床研修マッチング協議会が定めるマッチングの手続きに従い、県内にある基

幹型臨床研修病院等において臨床研修を実施する。 

圏域名 基幹型臨床研修病院 

大津 市立大津市民病院、大津赤十字病院、滋賀医科大学医学部附属病院、 

地域医療機能推進機構滋賀病院 

湖南 淡海医療センター、滋賀県立総合病院、済生会滋賀県病院 

甲賀 公立甲賀病院 

東近江 東近江総合医療センター、近江八幡市立総合医療センター 

湖東 彦根市立病院 

湖北 市立長浜病院、長浜赤十字病院 

湖西 高島市民病院 

 

（２）専門研修～地域医療実践期間（県内従事３年目～） 

  臨床研修修了後、原則として県内基幹施設の専門研修プログラムに登録することとする。また、

臨床研修修了後、残りの県内従事期間において、一定期間以上、本プログラムにおいて A 群に分類

される病院以外の返還免除対象施設で従事するものとする。 



① 滋賀県医師養成奨学金の貸与を受けた医師 

 
② 滋賀県医学生修学資金の貸与を受けた医師 

 

※ 専門研修プログラムによっては、プログラムの都合上、一時中断せざるを得ず、結果、最

短で県内従事期間９年（あるいは６年）を満了できない場合があります。詳細は、各プログ

ラムの基幹施設にお問い合わせください。 

○○○○○ 

５．プログラムの適用方法 

① センターは、修学資金等の貸与を受けようとする者に対し、卒業後にプログラムの適用を受ける

ことについて、書面により同意を求める。 

② プログラム適用対象者は、臨床研修２年目の９月までに志望する診療科とコースを選択する。 

③ センターは、プログラム適用対象者（一時中断期間中の者を含む。以下同様。）のキャリア形成を

支援するため、定期的に面談を実施するとともに、将来の進路に関する希望等について確認・助

言を行う。 

④ センターは、プログラム適用対象者が選択したコースにおいて、県内医療機関等での研修・勤務

とキャリア形成が両立できるよう、必要な調整やサポートを行う。 

※ プログラム適用対象者からの申請に基づき知事が適当と認めた場合は、適用されるコースを変更

することができる。 

６．プログラムの策定・変更 

コースはセンターで策定し、滋賀県地域医療対策協議会において決定する。基幹施設や連携施設の

追加・変更により、コースを新たに設定・変更しようとする場合は、同様の手続きにより決定する。 

また、センターは、プログラムの既存コースや、新たに設定・変更しようとするコース案について、

プログラム適用対象者および将来対象となることが見込まれる学生の意見を聴くものとする。 

 

県内従事 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目以降

例：A群 A群 B群 A群 B群 B群 B群

臨床研修期間 専門研修期間（３～５年） 地域医療実践期間

研修/勤務先
県内基幹型

臨床研修病院

臨床研修（2年間） サブスぺシャリティの取得及び地域医療実践期間

義

務

終

了

基本領域の専門医資格の取得

この間に次のいずれかで４年以上勤務

① B群に所在する県内の病院

② 県内の診療所（総合診療専門研修プログラムにおいて基幹施設・

連携施設とされている診療所、在宅療養診療所に限る。）

③ 県内の行政機関（公衆衛生医師として勤務する場合に限る。）

県内従事 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目

例：A群 A群 B群 B群

   ７年目以降

臨床研修期間 専門研修期間（３～５年） 地域医療実践期間

研修/勤務先
県内基幹型

臨床研修病院

臨床研修（2年間） サブスぺシャリティの取得及び地域医療実践期間

義

務

終

了

基本領域の専門医資格の取得

この間に次のいずれかで２年以上勤務

① B群に所在する県内の病院

② 県内の診療所（総合診療専門研修プロ

グラムにおいて基幹施設・ 連携施設と

されている診療所、在宅療養診療所に

限る。）

③ 県内の行政機関（公衆衛生医師として

勤務する場合に限る。）


